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方 法 的 能 力 を 育 成 す る 生 活 科 の 授 業 構 成
The Lesson Plan of " Seikatsu-ka" (the Sub  j ect for Social Life and Living Environment)
























































































































































































































































































































































１　 授 業 構 成 の 基 本 的 な 手 順
授 業 を 構 成 し て い く 基 本 的 な 手 順 を 示 す と
，
以 下
の よ う に な る 。
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第 ２次　 短冊 に願いをこめて
単元 ４　秋を 見つけたよ
第１次　 秋のファッションショ ーをしよう
第 ２次　 葉っぱの色 はどうして変 わるの ？
第 ３次　 公園で変化（ 春とのちがいは ？） したのは ？
第 ４次　 ファッションショーをしよう（ 秋らしさとは ？）
第 ５次　生 き物 はどのようにして冬をこすの ？
単元 ５　もう すぐお正月
第 １次　「お正月」を 歌お う
第 ２次　 むか しの遊 び（ たこづ くり）を しよう
第 ３次　年賀状を書 こう
第 ４次　 かが みもちとは何 ？
単元 ６　冬を楽 しく
第 １次　冬 のあ そび（ 氷のかざり もの）
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気づきの測匕
３　教師のストラテジー
生活科の授業では，子どもの活動を見ながらの教師
のサポートが必要である。前述の単元第１学年「おお
きく　なってね」を手がかりに教師のストラテジーを
考えてみる。
（１） 自己意識を高めることの必要性
生活科の授業では自分とのかかわりを重視した授業
構成にある。自分とのかかわりとは，自己意識を育て
ることである。自分の家庭での生活をふりかえること
やクラスの中での自分を考えること。また，今まで過
ごしてきた学校生活を考えることによって自分を確か
めることになる
。厂かかわり」と匚気づき」は汗自己意
識を高める
」ことにより深まっていくと考えられるＯ
［見る］が生活的に「見る」レベルから，調べたり，比
較したり
，分類したりして科学的に匚見る」レベルま
で引き上げるためには
，自分というものを意識し，高
めていこうという意欲がなければまず
，高められない。
（２）視点の転換を図ることの必要性
子どもの観察記述を見ると
，厂共感し，感情を移入
し
，自分イメージ本意にかく。」場合と「対象を見
つめ
，自分が観察者の意識をもち，見たことだけを忠
実にかく
。」場合が見られる。どちらがいいというの
ではなく
，どちらも認めてやることによって個々の存
在を認めることになる
。しかし，その記録に関しての
サポートをしてやることにより，子どもの認識のレベ
ルも上がると考える
。つまり，観察記録は，匚絵」と
「文」で構成しているので，「絵」による正確な描写と
厂ことば」による物語性の導入などの示唆を与える。
さらに
，視点取得の機会（8）を設定する必要かおる。
例えば
，「あさがおになって身体で表現してごらん。」
というような場の設定により
，匚あさがお」，「ひまわ
り」，厂さつまいも」の成長の変化を振り返ることやそ
の違いなども明確にすることが可能になる
。つまり，
自分とは違う存在を意識し
，さらには，自分までも人
間の成長という長いスパンの中での「いま」の自分を
感じることのできる契機となるのである。
（３）メタ認知を促進し，新たな好奇心を高めていく
ことの必要性。
子どもが「生き物
」に対する認識のレベルとして，
対象のないレベル→対象として意識するレベル→自分
と同
一視するレベル→他者の存在を意識するというレ
ベルかおる（9）
。このレベルの違いは，「見る」という
レベルの違いでもある
。子どもたちが記録した葉っぱ
の形に着目してみると
，最初は，「あさがお」を見て
も
，対象のないレベルのときは，「あさがお」の絵は，
０のような形で,ごjのような形に見えるまでは時
間を要するのである
。対象として意識することにより，
Ｄのような形が現れ，自分と同一視するようになる
と匚あさがお
」の一部をくゎしくかけるようになる。
このように
，葉っぱを一つ取り上げても，匚見る」こ
とのサポ
トーをしてやる必要かおる。例えば，全員に
黒板にあさがおの葉っぱだけを描いてもらう
。ほとん
どの子が
づのように葉っぱの概念にとわれた形を
描くのである
。つまり，どんな植物を見ても葉っぱは，
０ ように描くのである。厂本当に？」匚本当にこん
な形に見えるの？
」と投げ返してやることにより，
「自分は
，まだよく見ていないんだ。」という意識が
「見る」ことのレベルを上げていくことにっながる。
IV　おわりに
生活科は
，教師主導で知識を教えない教科だといわ
れる
。教え込まないからこそ，教師の指導性，つまり
場の設定が問われる教科である
。１・２年生は，具体
的な活動を通して思考するという発達上の特性をふま
えることも大切である。
また，生活科の授業は，方法的能力だけではフレー
ムワークできない限界性も指摘できる（lo）。今後も子
どもの普段の生活の活動の契機になる生活科授業を展
開していきながら，生活科の学力についての構造示
していきたいと考える。
【注】
（１）広島大学附属小学校生活科教育研究会「方法的
能力を培う生活科の授業」学校教育研究会, 1992年。
を参照されたい。
（２）実践事例については，次の通りである。「方法的能力を培う生活科の授業」････････20事例
「広島大学附属小学校研究紀要」‥‥‥‥‥４事例
「学校教育」広島大学附属小学校機関誌‥･･４事例
計２８事例
（３）加藤寿朗「問い続ける力を育てる生活科授業の
あり方
」第50回初等教育全国協議会研究集録，広島
大学附属小学校, 1994年, pp.97
―99.で加藤寿朗氏
は
，傍観的→主観的→共感的という生物に対する認
識の高まりを述べられている。参照されたい。
（４）文部省［‾小学校指導書生活編］教育出版, 1989年
。
（５）片上宗二「一年間を見通した生活科の授業づく
りに学ぶ
」『学校教育No. 943』，学校教育研究会，
1996年2月, pp.38-41.を参照されたい
。
（６）拙稿「方法的能力を育成する生活科授業のあり
方」第51回初等教育全国協議会発表要項，広島大学
附属小学校, 1996年｡を参照されたい。
（７）同上。
（８）視点取得に関しては，自己中心的→主観的→自己内省的→相互的→象徴的(Selman, R.1976.)とい
う報告がある。
（９）前掲（６）を参照されたい。
（10）片上宗二編著「オ
プーンエンド化による生活科
授業の創造
」明治図書, 1995年｡で，生活科の学力
像に関して詳しく述べられているので，参照された
い。
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